
宮城県における東北更新会

松 本 有お 代

は じ め に

財団法人東北民新会(以ト、東北更新

会)について、その全体的な計画を確認しなが

ら、符城県におけるその活動状況を明らかにする

ものである。

これまでの東北挺新会についての先行研究で

は、今野勝子氏のものが代衣的なものである(今

野 1971;2003)り東北挺新会全体について、まとめ

られたものでは、遠藤恵美r氏のものがある(遠

藤 1976)。また、建築学の分野から、住宅改善に

ものがあるのそれは、東北更

して行なった東北地方畏

との関係で、{主主改普以外の取

て、組織のん・法や活動の中身、人材

といった点に日及しているとは古い

さらに、東北更新会が存夜した、、'i時の社

会状況を鑑みれば、農村社会事業や農1I1漁村経消

との関連などを探ることが必要となる。

このことは、東北挺新会自体が、時代の流れや史:

中で子r;イ1:し、限界性をもっていたことや、他

の組織との協力関係のなかで、連背されていたこと

なども視野におさめるべき課…紹のひとつであるり

この点については、社会福祉学の領域からの問

題関心にしたがって、

関係についてパ-及しながらも、

おける東北更新会の活動につい

る(松本 2000;2006)

ここでは、

ような活動を

における
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動の柱とされた五ゥの事業の分類にしたがって、

明らかにするものである。当時の刑訴を使用し

て、その五つの事業を列挙すると、1.礼幼児妊

産婦保護事業、 2. 栄養改祥事業、 3. iトラコー

マ」の予防撲滅事業、 4. 住宅改持事業、 5. 清潔

整頓事業、であるの

ここでは、この五つの事業それぞれをとりあげ

ながら、事業十1J1iの関連性や、*~I-:更新会の活動

が展開する中で、どのようにこれらの事業が組織

替えされていゥたのかについても検討するり

さらに、東北挺新会の本部と

しようとするも

以ιI~~の課題を

辻、丈献研究およ

1 .東北更新会の概要

るにあたっての訪f党

き取りによったの

束北逗新会は、 1934(1昭和19)年の凶作以降

に、と'4初「東北牛j円更新会Jとして、 1935(問手11

10) 5 Hに設。:され、 1936(H日和ll)10凡には、

財凶法人組織となり、名称も東北民新会と改称さ

れたc

いつまで、この組織がイドイ1:していたかというこ

とについては、吋時の関係二frの院でも、はっき与

としないが、 1948(昭和年あた与までであっ

たようである

されていることから、この

していたと考えられる

として、本会発行

をQると、太

ように不されているりそれは、
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る生活の更新、産業の開様、

に貢献する諸殺事業を経管助成し、常該地方

の振興に寄与するに在るのでありまして、此のI!

的を達成する為に、(一)ヰミ治改善に欄する

c ，) 
(:) 

要なる諸般の事業」である

これを受けて、続けて事業の大変:として、

ことが述べられている。 11呆健衛生 1'，特に老惑を

るヰ活態様並に嵐宵の更新及拡iifj鶏率説

業能率の増進けれこ著しき弊宵の矯IE等Jが、東

北振興のために必要であることがぶされていた。

以ト¥東北更新会の事業内容を眺めると、

.Il的の I~1では、第一の点として挙げられ

についての項11と事業の大要でぶされ

たことを具現化する事業内容が殺場してくる。つ

まり、保健密主上の改持と tt活上のよくない風習

を排除することをfrrめて、生活改需をおこなうこ

とであったり

みは、当時の人的資源の確保という点からみて

も、焦!日の課題であ q たり

さて、東北更新会では、先に挙げた概要の中で

示しているように、東北六l黙を通じて、 22ヶ所の

村および41ヶ所の分会を指定して、この事業に取

り組む五針。をもっていたむそのうち、宮城現で

は、 10ヶ所の分会を指定していたり

1936 (附和11)年東北生活更新会発行の資料に

おいては、 f助産投乳幼児保健撞設分会Jという

表現になっており、 4つの分会が指定されてい

た口そ;(1..らは、 jli時の地名によると黒川郡吉岡

-本占郡人谷村・挑't郡日戸村・持

村であった。そ

では、上記の分会に加えて、

され、 1939(昭手[114)年設においても、

|司榛の分会が指定されていたの

大溝j事村について辻、命中思想の向上がみられ

たとして、加の文献において取り上げられている

(河北新報社 1911)。本iV郡入谷村の記録では、

i長附とし 宏氏が参加していることがわか

おき る

おき、分会長には町村長があたり、|町村

織をおいたのであった。持黙においては、

東北更新会の役員を兼務

するという方式をとっていたようである(牒村保

健問題中央委員合調~ 1940) 

では、宮城県においては、どのよう

閑されていたのであったのか、特に

ている時期jを中心にみていくことにする

2.乳鵠克妊産欄保護事業

においては、

妊産婦の保健について、東北区新会の概波をみる

と次のように述べられていた口 II~嬢機関の不足

や保険制成の点整備や衛生 1'，の問題から、

乳幼児の保育jj法等秘めて幼稚のみなら

食鰐衛生の}j掘に地方的迷信多く、為に母f-

ところで、

され、

更新会本部からは、指導委員が

が視察督励することとなって

いたりまた、本会本部は、臨地講習会を開擢し、

指導書を作成して配布することとなっていたり資

見るi挺りにおいては、藤藤 潔氏が、 i民師と

して指導書を作成し(東北fl~i丹更新曾委員隣学博

1:粛藤潔述 1936)、分会iこも ifi接lHrr1Jいてい

る記誌が残されている(財同法人東北更

1911) 

ただし、宮城県において、実際に71i持第一線に

あって東北史新会で活動していた}jの証言では、

東北更新会の組織自体がどのようになっていたの

かは、当時よく判らなかったという・Jfであり、

ら指導者が米ていたということや、

においての活動については、強く意識していな

かったとのことであったのその中で、宮城県社会

事業協会とは、東北更新会の活動 I~，で、連絡をする

関採にあったの

さて、 1939

)~に栄主主不足に路り乳幼児の死亡率去しく高いの 部村において、

であります (Mfij日去人東北百新会 1937) とい 乳幼児健康相談会ム開催された記録がある

うのであるの乳幼児死亡率ドに向けての取持組 問法人東北更新会 1941)

71 
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の班員が絶えず巡IrJJしていたことも、同じ年度の

として記載されている口大瀧津村の愛育班に

ついては、愛育班の指定を受けたのが、目指

和ll)年5月25貯となっており、分東数12、

lという記録が残されている(恩賜財用愛育会

1939九 ωまた、治療の対象というよりは、栄養

補給が必要と判噺された場合には、現物支給され

ており、ぞれは子どもに飲ませるためのドうイミ

ルクであった。

しかしながら、

診については、

ていたとの当

1992)0 

に終わゥ

ただし、黒JlI蔀吉田村でのi矢崎による「健康乳

幼克審査概評」では、人工栄養として

いられていることについて、次のような点

していた。 l!Jネ乳は、人工栄養としては、栄接触'

はあまり高くないが、輯鮮なものが子に入るとい

う点では、接;焚できるものであって、消毒に

るようにとのアドバイスがなされていたり

しての指導としては、実際のところ

は、当時の保機婦が担っており、その保健婦義成

を含めて、ゃ;域課社会事業協会が保健婦さんたち

るというしくみになっていた。ここで注

目できることは、地域において活躍する保能婦を

養成することと、当時の「保有絹jを養成するこ

とが急務の課題とされて、符城県社会事業協会

が、両者の議智会を同時に開催していることであ

る(11本看護協会保韓版部会宮城器支部 1977)り

この点については、符城県社会事業協会党打の機

関誌 f社曾時報Jにおいても、その報行が揖載き

れているの

ところで、保館長fIたちの活躍によって、出産:や

てについての悪しき とされたことが、

持にriljかったようであるのそれは、例えば、平く

から出産の準備をすると、弱い子どもがやまれる

という漆侶などについて、一つひとつ家焼訪問を

して指導するなかで、変化があったようである

で使用していた「えじこjにゥいても、子

どもの成長への忠影響について根気強く説き、対

応していったという心

ちは、 Rの流れとしては、古城県の

東北更新会に摂らず、午前中は役場で、妊産婦や乳
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幼児についての相談にのり、午後は地域に出かけ

て、直接各家庭を留って指導を行ない、さらに医

師との連携で乳幼児や経産婦の状態を把躍して、

カードに記録するということを行なっていた。そ

を行なったのが、社会 あっ

たの

ちなみに、東北更新会宮城支部の-t事であった

治氏が、「生活改善事業に

テーマで、論文を発表しており、そ

の活動について紹介しているのここでは、

が村内家庭を訪問して、主婦たちに掛接をして、

育児や家庭舟生について指導し病人を待って社

事をするのではなく、病人を出さないようにする

ことが、保健婦の仕事であると述べているぐ〉きら

詳しうるのは、大場氏は、保健婦の仕事とし

て、「家庭内外の清潔、整輯を初めとし助産、

義、家庭内病者の看護、託児事業、救護法、ほ f

軍事保護法等の適用料介等に至るまで凡

で保健婦jの任務であるというのである

q まり、生活問題の把握・解決の多くを

していたということになる O

このことからのみ結論づけることは出来ない

が、当時の社会事業関係持が表なってな場してく

ることが見受けられないばかりか、救護法・母f

保護法-軍事保護法の対象と令る人た

も期待されていなかったということになるのであ

ろうかの社会事業関葬者は、やはり照子としての

牧慣を守っていたということになるのであろう

については、 i礎保協会が託児}訴を鈴めるこ

とが多くあったとの証dが為り、働く親とその子

どもたちへの対応哉として、託児PJdニ山城県でも

をしているの

成と同時に、 f保育婦j養成をしているのも、

の必要性を認識したからにはかならないの

3.栄瀧改善

この事業について辻、 1f1制!で始められた後に、

その効果を Lげるには、きさの妊雌婦や乳幼克保

護事業とともに行なわれる方が、効呆があるとい

うことが確認され、その後は、同時信:行で、取り組

まれている につ
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いて攻り挙げられた、当事の塵談会において、同 となっていたのは、 1937(昭和

ら出席していた松村氏が発iTしており、そ 12) -玉造郡東大崎村で

れが、産業組合関係の資料に掲載されていること

が判るの(農村保糠問題中央委員曾編 1940)。

この事業においても、本部指導委員を派遣して

を行なうこと、臨地議宵会を行なうこと、指

導書:を作成することなどが決められていた。県支

部においては、講演・講背・挟陣i会などを

し、栄養1:の巡jrll指導を行なうことな

れていた。また、接J村分会においては、栄養禎助

員をおき、食物の配給や栽培、家奈の飼育をして

食事与を入子することや、食料の貯蔵方法を

し、農繁期の共同炊事などについても るこ

ととしていた。

実態としては、講?司会は頻繁に行なわれてお

り、身近にある素材を慢って、必要な栄養をとる

べく工夫されたん¥よとが、伝達されていた。また、

家畜については、山羊を飼育することが薦められ

ており、そこには乳幼児に対する栄養補給への配

慮があったの

しかしながら、 いては、あまり広

がっていないむその要凶としては、食生活習慣が

各家胞で追うことや、費用面での按配が難しいこ

となどがあった。ちなみに、全国的

産業組イ干の資料で1之、農繁期における共同保育と

共同炊事がワンセットで取り上げられていること

があるが、実捺の展開

であるの

ったとし為うこと

このことは、次の文献のなかでも説かれてい

るの「共同仕事で成功した例は少ない口地主・

作という~降級意識の強い農村での食事の共同化は

{本質に合わないと思う。リ…ダー る間

は続くが、ちょっと足踏みすると

ある(れ井 2006) りの

Jきえると、もっとも

たちが、現金を支払うことがlH

必要としている人

、共同炊事

に参加できないという実態があった。

ところで、宵城県における指定分会としては、

1938 (H{HIIl 3) 年度には、力11 業者15色麻村・ TU唱者I~

坂元村であり、 1939(相手[114)年境においては、

この二つに加えて、柴出部富i詩村・牡鹿部蛇出

村・玉造郡東大崎村が指定分会となっていた。ち

なみに、農産漁村経済更tf:溜動において、経済更

73 

あった。

東北更新会宮城支部においては、

義士で、ある亀卦川正喜氏が、県内各地の分会を

UlJって栄養指帯を行なっているのそればかりか、

誌上で、 f栄養と児躍の緋当

と題して、栄養についての解説をしている。さら

に、加美都色麻村 "ff理m~板元村において、七分

掃さ未で、経済上・栄養上で実績が上がっている

ことを報告しているむ東北更新会発行の報告書に

おいても(場開法人東北更新会 1941)、坂元村で

は、栄養改苦-を行なったことによ q て、医療費の

となったことが、藤井岡謹氏の

れている口この藤井氏も東北更新会宮城支部の栄

養として、実地に指導を行なっていたり

さらに、保健婦が栄養士の指導を受けて、

の人たちに伝授するという方法もとられていたの

ような記録で確認することができ

るの[栄養土蜘名ナルモ友子青年間中二、三名を

トシテ指導シ又楳穣婦モ助手トナリタワ

o訪問法人東北挺新会 1941)。

加美:ttI~色森村については、講演会・映閥会やw

されたことが、記録されており

更新会官城支部 1940)、小学校をその会場として

したの

河北新報社の出版物においても、先の f社会時

においても、この坂元村においては、

を巻き込んでの取り組みとして展開してい

ることが、さらに報告されている。兵体的には、

次のような記述で確認することができる

として誌毎戸主婦の外に

日を加入せしめ、講習曾を開催して築義弟の一般

を校け、

作襲、楽養調理の!責務に

を養成し献立の

らしめ I1

として、組合内の巡閲指導を按助せしめてい

る。 J (東北更新曾宮城支部 1940) ということで

あり、栄養改務について、実行組合をも組識し

て、取り組みを進めていた。

乳幼児保護と栄養改持については、 1939

(昭和14)年 3月に、東北更新会会員であった

名前で、内関総理大同に対して、

幼記保護並栄養改善二関スル件jという手書きの



;汽城i誌における東北更新会

諦願書が残されており、 IE1庫諦訪の増額について

の要望が再かれていた(同立公文書館栽)

4. rトラコーマjの予妨撲滅

における「トラコーマム現荘で言う

ところのトラホームの搭:.1患率は、?当時にあって

は、全両平均10%の二倍という i京都なものであ

、その予防と治壌が急務の課題であったり

東北更新会本部は、臨地講刊会の開催をするこ

と、本部役職員の視察督励を行なうこと、

査を行なうこと、治療jj法の謹立、予防・

関する指導書を出版することが求められていたら

その指導;言?としては、東北生活更新会発行の文献

として、石原忍(1936) 東北地方に於けるト

ラコ…マ珠|坊撲滅jが出されている。

を行なうことや、

町村分会においては治療や検

診のための場所の確保、専任看護婦の設置が求め

られていたり

東北佐伯更新会の名称であっ ら、すで

に次の村が指定分会となっていた。それ誌、宮城

.栗原郡藤県村・志田郡ド伊場郡・殺未

郡豊里村-伊具郡耕野村・名取郡秋保村'である

1938 (H丹羽11お年度には、

議

会となったら

ちなみに、東北更新会指定分会の年度と

持経済日i生運動の経済更生特加指定跨村の年度に

ずれがあるが、経済 ~lj:.特別H肯定跨村として、

1937 (昭和12)年度には、伊具郡耕野村、 1938

年度には、本出部下1#場部がそれぞれ

指定されていたり

ところで、上記の村々のトラホーム対策の様子

については、洗践の様子が写真に収められており

〈東北生活更新合

'11局が熱心に、その予

ることが判るひ伊共部耕野村では、 1W
の間に、誌とんどトラホーム，患者がいなくなった

という報?ながなされており、村長の取り組みが功

を奏したということであった〈大場 1940)。

となっていない村々においても、 トラ

7~ 

ホーム対策については、小学校を中心に盛んに取

り組まれていたn また、各家庭で、 pとりにつき

-本の手拭を使用して、家族問であっても共有し

ないようにするなどの指導がおこなわれていたり

5.住宅改善

住宅改善の取り

述べる清潔幣顧とも

は、 トラホーム対策や後で

ィコまり、 律j弓ミ的

よい{主宅 ることで、

効率がよくなり、病気から される環境を

ることに取与組んだということである口

東北地力.がおかれている地理的な条持からみる

と、その取り組みを認識することができるつつま

り、東北地方が寒冷地でありながら、ストーブな

-fflSを設いて発達していないと

いう当時の註宅事情があった。そのため、

住宅から熱が矢われる事をドげる必要があって、

窓、を小さくし、あまり窓を聞けることもなく暮ら

ったりしかしながら、検気をすること

もなく、寵でmた煙も

し、さらに台所の隅から、

内に燐って践を刺激

に代表される

頗を出すといった構造になっているという

的な状態が、守持の東北の農村では一般的な構造

であった。

えて、藁布団

れが入りにくいために、

していると、押入れにこ

にそのまま技量して

を片付ーけにくくな11常生活を常むことなり、

り、明かりもあまりつけなし 挟にも

かないこととなって、もす|徐もままならないと忠循

となっていた日

この性喝の様子は、 として p 

たJ右からは、寝ヰそが賠いために、お産で、呼ばれて

行ゥても、 どこにいるのかが判らず、

qlで明中をかき 1111しな治まら

う事実をお出きしたの

更新会においては、

力関係で住宅の調査を

いた

さんを捕したとい

ft七改善について、次のように述

べられているの{多くは鰍めて絵捧で而も不i認で

あります。殊に寝索、査所、流場、作業場、厩舎

等;こ於て肢も品だ寒心に堪えないものがあります
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るJ(財|制法人東北更新会 1937;1940)が、

を争m助すれば、部分的に改持することが可能で

あった。

t';1...文部としては、大 L:講宵会や講演会を開催す

ることが求められており、住宅設j}l' ['Xj案を

として

こなうこととされていた。そのためには、住宅改

持のための組合の設債を勧奨することなどが求め

Hでは、次のように

ノ農村J於ケル住宅ハ---~生コ抹光其ノ飽衛生保健

1'，適首ナラス央モ放置シ得ザル現状二アルヲ以

テ之ガ改善三付テハーj三トシテtJ'童以下ノ農家ヲ 11

棟トシ住宅ノ改善希望若ノ内賀行確賓ナル者ヲ

シ今議トヶ年皮肉:二一イ‘1iI'jiノ住宅改善ヲ

フモノトスjとり 1936(1出千1111)年 3)j発行の文

下(城支部では住宅改丹についての分会の

ないが、その後、次の分会が指定されてい

たり

1938 (HH手1I13)J主には、

t仁川村・ YUIM:tTI)坂元村・

伎には、

1939 

となっていたむちなみに、

1935 (昭和10)年戒に、民山漁村経済更技連到jの

経済!叫'1:.指定村で、あったり

新設、

は、

ための窓

流し場の

り付ける取り

り、

11¥入り口の似戸をガラス戸にする

なっていた(財['Ji法人東北民新会 ガ、ラス

窓は、 '(if時、まだ普及していない状態であったり

J I1波村分会には、 11:七改常の工事を視察するため

に、*~ヒ吏新会専務理事であった松村松盛氏、

東北更新会古城

ぺきとの提立をしている。寝室については、通

風!t.採元窓が必要であって、「窓明け運動jなる

ものが穴伝されつつあるということが、当

されており、搬や押入れを設けて寝具や道具の整

理をしやすくすること、棚の奥行きや高さを r夫
することで、能率を明進させることができること

を書いていた(大場ぽ治

.{交;.fミ部石越村分会の改議の様子

についてみると、台所や納)iに窓を取り付けた

り、戸棚を造りつけるなどの取り組みがなさ批て

いた(財師法人東北更新会

では、 己免許-し

f十1:
ている

6.清潔盤暢勧奨事業

この耳Udは、住宅改善と しているひ宵械県

においても、清潔幣献と往宅改善の分会がワン

セットで指定されているり ， :q:'lt
'
、蚊帳がづられ

たままになっているといった実態があって、

きれない在宅内外の状態は、

くする結果となり、農家においては、 ら

れていた食糧増拡につながらないという問題があ

り、現在からみると資異なものととれるが、

としては夜帯を要するもので、あった。

また、官城県では漁村が多く存在していること

かち、漁村の改持も奨励されていたり

農家と川様に、家主i内で作業を行なうこともあ

り、採光にi主立する必要があること、潟、のあとで

衣を乾燥させることなく寝室に持ち込むと、

こることや、家財の外での製造

困となることなど

ることなどが必要であるとの

よって報行されていたり

ところで、大場留治氏は、農家の宅地は!よいの

で、野菜や果実を作ることが可能でLあり、空き

を利用して鶏・兎 .111=)':.・;誌などを飼育すること

いた(大場 1940)01936 

1発行の資料では、日域文部では、

についての分会の記載はないが、その後、次

の分会が指定されていたの

をう訂f、 Eても る 1938 (昭事113)度には、

75 



持城県における東北更新会

坂JCff.加美郡弘麻村.J主任i郡日箇永村、 1939

(昭和 14) 震には、伊具君f~耕野村 e 本古郡入符

-桃生郡宮岡村・河田村大鷹津村・加美郡色麻

.社鹿郡蛇田村・玉造郡東大崎村静

永村が東北東北更新会で分会として指定されてい

たり

遠回郡戸富永村では、 1936

年に継続事業として、取り

たりこの村では、)11の;本を飲料水とし

年.1937 

まれてい

して

いたのを、村の中で;10ヶ所の井戸を擁保し、

本を鴻過して使吊し、感染症予階に取り組んだ

(河北新報社 1941九

おわ り に

古城県における東北更新会の活動状況につい

て、その組織のしかたに注召しながら、明らかに

してきた。宮城県でのその取ち組みは、中央に為

る東北更新会本部の万針に則って、中央から人材

が派遣されることと含わせて活動していたり宮城

も憾の支部と WiJ様に、地域の村々においた各

分会を指定し、分会には、青年間・地域の

校・部落会・婦人会といった既存の組織をも巻き

込んで、いたの人材としては、今でいうところの保

当時の保健婦さんたちに期待をしながら、

と{保脊婦Jを同時に養成し、院僻・栄養

士といった人たちを、支部が組織していたので

あった。今回、取持 J-げることがなかったが、方

の動きを把握することが、今後の残された

宮城県の東花更新会の活動をみる凱りにおいて

は、隣保裕扶が強調されるという論議吋、あまり

見吋たらない。それが、どのような理出によるも

のなのか、今後分析することが課題となる

は、農山漁村経済更生運動と

係については、社会事業との関連の深いその特別

指定村と東北更新会分会との合致のみを記述した

が、農山漁村経済更生運動との連動について、

り組むの記載とその評{揺をすることが必

要となる

76 

註

(]) 1937年の概要と 1940年の概要で、は、この項 11につい

ての変則はないω

(2)愛育会についての研究では、占永真子氏のものを参

照のことの
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